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救急医療を正しく利用しましょう

■夜間の救急対応

【軽症の場合】
・風邪、打撲など

【対応がわからない場合】
・応急処置の仕方がわからない

・様子を見ていいのかわからない

・救急車を呼んだ方がいいのか

  わからない  など迷ったとき

【重症、重篤の場合】
・大量に出血している

・意識がない

・けいれんが止まらない

救急当番医へ
ただし、すぐに受診しなくてもよ

い場合は、家庭用常備薬の服用や

応急処置などで様子を見て、翌日

かかりつけ医などの医療機関を

受診

夜間救急

電話相談へ相談

受付時間：19:00 ～翌朝 8:00

【大人向け（15歳以上）】
 0229-23-6233

【子ども向け（15歳未満）】
＃ 8000

ダイヤル式、PHS などで＃ 8000
が使えないとき
 022-212-9390

119 番へ通報
救急車による搬送
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